自立支援計画作成手順

１．作成時期

自立支援計画票は毎年２回作成する。

２．様式

自立支援計画票は横浜いずみ学園の様式に則って作成する。

３．作成者

担当セラピストが主となり、担当生活指導員と合議で作成する。

４．作成手順

担当指導員が生活の様子を記述し、担当セラピストが加筆訂正を行う。

　家族の様子は、担当セラピストが家族面接や児童相談所の担当児童福祉司から情報を収集する。

　学校の様子は、日々の情報交換の他、自立支援計画票作成時期に、教員からの聞き取りの機会を設け、情報を収集する。

５．目標の共有

　担当者が子どもと生活の目標等を日頃より話し合い共有する。

自立支援計画票作成時には、その時点での目標を確認する。

家族、児童相談所、学校の目標に関しても、それぞれと確認し共有する。

６．検印

自立支援計画票は園長及び学園医師の意見を聞き了承を受け、作成する。

作成された自立支援計画票は園長が押印し、児童相談所に送付する。
